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過去の相続の際
に未成年者控除
の適用を受けた
人で控除額に制
限 が あ る 場 合
(12ページ参照)
には、今回受け
ることができる
金額を②欄に記
入するとともに
欄外にその計算
の 明 細 を 記 入
し、「10万円×
(20歳- 歳)」の
文字を二本線で
抹消してくださ
い。 

過去の相続の際
に障害者控除の
適用を受けた人
で控除額に制限
がある場合(12ペ
ージ参照)には、
今回受けること
ができる金額を
②欄に記入する
とともに欄外に
その計算の明細
を記入し、「10万
円×(85歳- 歳)」
又は「20万円×
(85 歳- 歳)」の
文字を二本線で
抹消してくださ
い。 
なお、この場合の
障害者控除額の
計算方法につい
ては税務署にお
尋ねください。
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相続の放棄をした人
や相続権を失った人
は除かれます。 

30

国税 太助

国税 太郎

国税 花子

国税 一郎

税務 幸子

平成 21

19,411,546 4,250,000

425,000

217,204

111,169

96,6270.2273570

0.2615743

0.5110686

1495,602,2464,250,000

425,000

15,161,546

15,161,546

253,286,750

129,636,813

112,678,683 495,602,246

495,602,246

3 10 平成 30 5 9 111

国税 太郎の父 春日部
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相続の放棄をした人
や相続権を失った人
は除かれます。 

30

国税 太助

国税 太郎

国税 花子

国税 一郎

税務 幸子

平成 21

19,411,546 4,250,000

425,000

217,204

111,169

96,6270.2273570

0.2615743

0.5110686

1495,602,2464,250,000

425,000

15,161,546

15,161,546

253,286,750

129,636,813

112,678,683 495,602,246

495,602,246

3 10 平成 30 5 9 111

国税 太郎の父 春日部

30

30
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 この計算書は「非上場株式等についての相続税の納税猶予及び免除の特例」又は「非上場株式等の
特例贈与者が死亡した場合の相続税の納税猶予及び免除の特例」の適用を受ける場合に記入します。
｢非上場株式等についての相続税の納税猶予及び免除｣又は｢非上場株式等の贈与者が死亡した場合
の相続税の納税猶予及び免除｣の適用を受ける場合は、この計算書ではなく第８の２表に記入してく
ださい。 

特例経営承継人が２人以上いる場合には、特例経営承
継人ごとにこの計算書を作成します。 
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 この計算書は「非上場株式等についての相続税の納税猶予及び免除の特例」又は「非上場株式等の
特例贈与者が死亡した場合の相続税の納税猶予及び免除の特例」の適用を受ける場合に記入します。
｢非上場株式等についての相続税の納税猶予及び免除｣又は｢非上場株式等の贈与者が死亡した場合
の相続税の納税猶予及び免除｣の適用を受ける場合は、この計算書ではなく第８の２表に記入してく
ださい。 

特例経営承継人が２人以上いる場合には、特例経営承
継人ごとにこの計算書を作成します。 
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この明細書は特例対象非上場株式等に係る
会社１社ごとに作成します。 



－ 80 －- 68 - 

 

相続の放棄をした人
や相続権を失った人
は除かれます。 

30

国税 太郎

千代田区〇〇2丁目×番 〇〇生命保険（相） 29,629,483 国税 一郎

税務 幸子

30 7 6

千代田区〇〇1丁目×番 ××生命保険（相） 10,000,000 〃30 7 11

〃〃 5,000,000 〃30 7 6

中央区〇〇1丁目×番 ㈱〇〇生命保険

3
15

10,768,125 〃30 9 5

中央区〇〇2丁目×番 △△生命保険（相） 20,000,00030 8 8

国税 一郎

税務 幸子

44,629,483

30,768,125

75,397,608

8,878,826

6,121,174

15,000,000

35,750,657

24,646,951

60,397,608




